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施策 3-1-1

地域力の土台づくりを進めます

個別目標 3-1 地域力を活かし、人に優しいまちを区民主体で実現します

【10年後のめざす姿 】

 若者から高齢者まで幅広い年齢層の人が、地域の担い手として活躍しています。
 様々な区民活動の情報が簡単に手に入り、誰もが自由に活動に参加できます。

【10年後のめざす姿にどれだけ近づいたかを測るモノサシ（指標）と目標値 】

【 現状と課題 】
大田区では、これまで区民や自治会・町会*、事業者*、団体・NPO*など様々な主体が、

地域で多彩な活動を展開し、地域の活性化に大きな力を発揮してきました。

一方で、生活スタイルや価値観の多様化により、日々の生活の中で様々な課題が発生し、

なかには個人や行政が個別に取り組むより地域が力を合わせて取り組んだほうが大きな成

果を期待できるものも少なくありません。平成19年9月に実施した「区民アンケート調査」

において、安全・安心対策、子育て支援、高齢者福祉、障がい者福祉が「地域力を必要と

する区の重点課題」の上位に位置し、地域力を活かした取り組みに区民の期待も高まって

います。

区の将来人口推計（平成21年2月推計）によると、平成28年には65歳以上の区民が22%

を超えると予測されています。高齢社会の進展は、必然的にこれまで地域活動の中心となっ

て活躍している人たちが高齢化していくという側面も併せ持っています。また、現役世代、

特に区外で働く区民は、自分の居住する地域の状況をつぶさに把握することが難しくなっ

ています。これが若い世代の地域への関心を薄れさせる原因となっています。

魅力ある地域を維持していくためには、地域に目を向ける区民を増やしていく中で新た

な担い手が育ち、地域の中で連携・協働*がさらに促進されていくための「土台づくり｣ が

求められています。

PO

IN
T

施策の成果を
測る指標に着目

モノサシ（指標） 現　状 25年度 30年度
「自治会・町会の会合など地域活動に参加し
たことがある」と答えた区民の割合（％） 27.9％ 50％ 60％

大田区区民活動団体データバンク*登録数（団体） 535団体
（平成19年度） 600団体 700団体
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【 施策の体系 】 枠で囲んである事業は、その主な取り組み内容を
次ページ以降で紹介しています。
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【 施策の方向性と主な事業 】

NPO・区民活動フォーラム

①地域の担い手づくり
地域力は、区民一人ひとりの地域に対する想いによって支えられています。その想いを

育て、若い世代やこれから地域の課題に取り組もうとしている人が、地域の担い手として

活躍できる仕組みやきっかけづくりを行います。

計画事業名 （仮称）おおたコミュニティカレッジ*の開校

主な取組内容
地域活動に参加するにあたって活用できる知識や技能を習得する講座のほか、社会
貢献や人材育成、社会的・地域的課題を取り上げた講座を開催し、区民の地域活動
デビューを支援します。また、区民が企画・運営する講座の開催を支援し、区民の
学びを推進するとともに、地域の担い手を見出すきっかけづくりを行います。

（平成／年度） 21 22 23 24 25 26 〜 30

（仮称）コミュニティカレッジ検討会の設置、
方針の決定

（仮称）おおたコミュニティカレッジモデル講座
の開催、検証

（仮称）おおたコミュニティカレッジの本格実施 検証

計画事業名 NPO*・区民活動フォーラム*の開催

主な取組内容 区民活動団体やNPOなどの実践的取り組みを区民に紹介し、地域で活動する楽し
さ、やりがいをPRし、活動に向けた意識啓発を行います。

（平成／年度） 21 22 23 24 25 26 〜 30

フォーラムの開催 検証・拡充

NPOや区民活動団体による運営に段階的に移行

NPOや区民活動団体による運営 検証

1回／年度
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NPO・区民活動フォーラムの展示

②地域の人材・団体の情報集約
防犯・防災、子育て支援など、地域で様々な活動を行っている個人や団体の情報を分か

りやすく整理し発信します。情報発信にあたっては、活動内容を相互に参照できるような

機能を組み入れるなど、参考となる情報を効率的・効果的に入手できる仕組みをつくります。

計画事業名 区民活動・地域活動を支援する拠点の整備

主な取組内容

大田区全域をカバーする活動拠点として、区民活動団体やNPOなどの連携・協働*
を総合的に支援する「（仮称）区民活動支援センター *」を新設します。
また、地域の特色を活かした地域密着型の活動を支援する「（仮称）地域力センター *」
の設置を進めます。あわせて（仮称）区民活動支援センターや（仮称）地域力センター
の運営を担う人材づくりとともに、広く地域で区民活動を推進する人材育成を行う
ため、区民活動コーディネーター養成講座を開催します。

（平成／年度） 21 22 23 24 25 26 〜 30

（仮称）区民活動支援
センター

計画作成

設置
検証

運営

（ 仮 称 ）地 域 力 セ ン
ター

計画検討

計画作成

整備・運営 継続

区民活動コーディネーター養成講座 検証

計画事業名 区民活動情報サイト*の整備・活用（再掲）
➡詳細は、P152を参照してください。

10講座／年度




